
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

     福島市笹谷字新町裏 6 番地の 1 024-573-4022                   Ｒ4.10.12 発行

 社会福祉法人大生福祉会 大生信夫の里 

 

市政だより 10 月号にとりあげていただきました！ 

 市政だより 10 月号の特集「農福連携」に、大生信夫の里の取り組みを取り上げていただきました。 

事業所内のトマト栽培だけでなく、地元の農家さんのお手伝いもさせていただきながら工賃アップを目

指しています。9 月は、みょうが取りのお仕事をいただき就労と生活介護で協力して行ってきました。屋

外でのお仕事は丁寧さが必要です。農家さんの話をしっかり聞いて取り組むことで、やり終えた後には日

頃とは違った達成感を得ることができます。各事業所では、体力をつけるウォーキングやお月見団子作り

など、季節を感じながら元気に活動ができました。10 月もたくさんの「えがお」にあえますように。 

  

ホームページ  taisei-shinobunosato.jp 
フェイスブック facebook.com/taiseishinobu 
ツイッター   twitter.com/egao_tomato 

HP Facebook Twitter 



 

   

 

自然豊かな静かな環境で、運動や創作活動に取り組んでいます。長時間の運動が難しい車いすや杖を使

用している方々は、自分のペースで無理のない範囲で参加しています。 

秋晴れの気持ちよい日、あづま運動公園へ出かけてきました。作品展の準備も協力してすすめていま

す。 

 

 

編集後記：2025 年 11 月 デフリンピック（ろう者

のオリンピック）が日本で開催されます。福島県の J ヴ

ィレッジではサッカー競技が行われるそうです。競技も

楽しみですが、障がい福祉の理解がより一層進むといい

ですね。みんなで応援しましょう～！      木戸 

後期実習開始。～先輩からのメッセージ～ 

 ＊なかよくしましょうね♪（大笹生支援卒：生活介護 M さん） 

 ＊ファイト！（大笹生支援卒：生活介護 S さん） 

 ＊いっしょにがんばりましょう。（ふくしま支援卒：生活介護 H さん） 

 ＊トマトのおしごとのほかにパソコンのおしごとも 

  やっています。たのしいですよ。（福大附属支援卒：就労 B 型 S さん） 

 ＊トマトのはんばいをがんばってやっています。 

  いっしょにがんばりましょう。（大笹生支援卒：就労 B 型 M さん） 

 

  たくさんのせんぱいが、みなさんをまっています。 

グループホーム 新規入居者様 2 名お迎えしました！ 

体験利用を経て、新しい入居者様をお迎えしました。仲良く生活していきましょうね。 

9 月は訪問散髪の月。リンデンさんにいつもお世話になっています。ひとりひとりの要望に応えてもら

い好みのスタイルに仕上げていただきました。髪を整えてもらうと気分がパッと明るくなりますね♪ 

                           

福島市地域生活支援ネットワーク 

「自立体験応援事業」 9 月 2 件受入れ 

                       グループホームの生活を体験していただくことで 

                        仲間との共同生活をイメージしていただけたかと思            

                         います。利用には登録が必要です。パンフレットを 

ご希望の方は職員までお声がけください。 

いきいきふくしマーケット（道の駅ふくしま） 

毎月第三土曜日 開催中！ 

市内の就労事業所で作られた商品の 

販売会です。是非お出かけください！ 

大笹生支援学校高等部 3 年生 グループホーム見学に来所 

「グループホームの生活は一人暮らしと何が違うの？」 

10/4 大笹生支援学校高等部の生徒さん 5 名と先生 2 名が、グループホーム

見学にお越しくださいました。「グループホームの生活は一人暮らしと何がちが

うの？」をテーマに管理者からお話をさせていただきました。 

生徒さんたちはこの日の見学を前に、グループホームにはどんなタイプがある

のか、料金はどのくらいなのかなど事前学習をしてきたそうです。生徒さんの中

には卒業後グループホーム入居を考えている人もいるそうで、「買い物はどうし

ているのですか？」など、疑問に思ったことを質問する様子もありました。 

「いろいろ心配もあったけど説明を聞いてすこし安心した」「将来の自分の生

活をリアルにイメージすることができた」「とてもきれいなホームだった」など

の感想をいただきました。 

まだまだ遠い将来かも知れませんが、今からホームでの共同生活や一人暮らし

のイメージを持って生活することで、できることを増やしていって下さい。 

見学ありがとうございました。皆さんの生活を応援しています。 


